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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月24日(2010.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効成分としてＣＣＬ２を含み、さらに医薬的に許容され得るキャリアを含む、医薬組
成物。
【請求項２】
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　炎症を処置するために特定された医薬の製造のためのＣＣＬ２の使用。
【請求項３】
　ＣＣＬ２を含む単位投薬形態。
【請求項４】
　１ｎｇ～２００μｇのＣＣＬ２を含む、請求項３に記載の単位投薬形態。
【請求項５】
　経口単位投薬形態である、請求項３に記載の単位投薬形態。
【請求項６】
　注入可能なまたは吸入される単位投薬形態である、請求項３に記載の単位投薬形態。
【請求項７】
　細胞遊走を生体外で調節する方法であって、細胞遊走を阻害するように選択された量の
ＣＣＬ２を含む培地と細胞を接触させ、それによって細胞遊走を調節することを含む方法
。
【請求項８】
　炎症はアレルギーと関連する、請求項２に記載の使用。
【請求項９】
　前記アレルギーは喘息である、請求項８に記載の使用。
【請求項１０】
　炎症は自己免疫疾患と関連する、請求項２に記載の使用。
【請求項１１】
　炎症は、癌、自己免疫、過敏症、多発性硬化症、糖尿病、感染、大腸炎、慢性関節リウ
マチ、移植関連の炎症およびアレルギーからなる群から選択される病状と関連する、請求
項２に記載の使用。
【請求項１２】
　前記ＣＣＬ２は、ＮＰ　００２９７３に述べられたアミノ酸配列を含む、請求項１に記
載の医薬組成物。
【請求項１３】
　経口送達または直腸送達のために配合される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　１ｎｇ～１００μｇのＣＣＬ２を含む、請求項３に記載の単位投薬形態。
【請求項１５】
　１ｎｇ～１μｇのＣＣＬ２を含む、請求項３に記載の単位投薬形態。
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